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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第43期

第１四半期連結
累計期間

第44期
第１四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成24年３月１日

　
至平成24年５月31日

自平成25年３月１日
　

至平成25年５月31日

自平成24年３月１日
　

至平成25年２月28日

売上高（千円） 10,333,210 10,866,957  40,550,782

経常利益（千円） 678,468 776,369  2,757,482

四半期（当期）純利益（千円） 373,437 622,195 1,690,564

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
380,337 781,776 1,867,384

純資産額（千円） 21,151,928 22,368,034 22,290,528

総資産額（千円） 33,655,203 35,764,690 33,955,137

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
26.09 44.49 119.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― 

自己資本比率（％） 62.8 62.5 65.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△58,034 322,215 2,186,933

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△200,674 851 △280,490

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,533,891 △827,551 △1,222,787

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
10,269,851 12,417,356 12,807,490

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

富士エレクトロニクス株式会社(E02725)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

   

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末からの円安・株高の進行に伴い輸出と企業収益の改善

が見られますが、企業の設備投資は弱含みで本格的な生産増にはまだ至らない状況とされております。海外では、米

国は緩やかな回復傾向が見られ、中国は減速しつつも緩やかな成長を維持しており、全体的には低調な水準ではあ

るものの落ち着いた推移となりました。

一方、半導体市場は、WSTS（世界半導体市場統計）の2013年春季予測によれば、世界全体で2012年は前年比2.7％

減のマイナス成長から今年は同2.1％増と緩やかな増加に転じる予測となっています。日本市場は、2012年は同

4.2％減、今年は同0.3％減のマイナス成長予測となっています。

このような状況下、業績の大宗を占める単体においては、メモリ大口先である情報機器向けが大幅に増加したほ

か、主力のFA製造装置など産業機器向け、医療機器向け、宇宙関連向けが順調に推移しました。一方、民生機器向けや

事務用機器向けが減少しましたが、全体の売上では前年同期比7.7％増となりました。

連結子会社は、海外は米国が宇宙関連向けで好調でしたが、アジアは民生機器向けや事務用機器向けが低調でし

た。国内は産業機器向けが順調な推移で利益も回復し、子会社合計では売上、利益とも前年同期を上回りました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は108億66百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益は３億93百万

円（同30.7％減）、経常利益は７億76百万円（同14.4％増）、四半期純利益は６億22百万円（同66.6％増）となり

ました。

品目別売上高につきましては、個別半導体は産業機器向けの増加により３億97百万円（前年同期比0.8％増）、集

積回路は情報機器向けの大幅増などにより97億81百万円（同4.9％増）、機器機構品は３億43百万円（同29.2％

増）、システム製品は１億20百万円（同25.9％減）、その他が２億24百万円（同20.6％増）となりました。

　なお、当社グループは、電子部品等販売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しておりま

す。

　

(2)財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の資産は357億64百万円となり、前連結会計年度末と比較して18億９百万円の増加と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金、商品、未収入金、投資有価証券の増加並びに現金及び預金の減少によ

るものであります。 

　当第１四半期連結会計期間末の負債は133億96百万円となり、前連結会計年度末と比較して17億32百万円の増加と

なりました。これは主に、長期借入金の減少並びに１年内返済予定の長期借入金、支払手形及び買掛金の増加による

ものであります。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は223億68百万円となり、前連結会計年度末と比較して77百万円の増加とな

りました。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加及び剰余金の配当による利益剰余金の減少に

よるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末比３億90百万円減少の124

億17百万円となりました。 

　営業活動によるキャッシュ・フロ－は、税金等調整前四半期純利益９億91百万円に対し、仕入債務の増加による収

入15億45百万円並びに未収入金の増加による支出６億５百万円、法人税等の支払５億92百万円、たな卸資産の増加

による支出５億91百万円、売上債権の増加による支出５億64百万円を主因として、３億22百万円の収入となりまし

た（前年同期は58百万円の支出）。

　投資活動によるキャッシュ・フロ－は、有価証券・投資有価証券の取得による支出25億84百万円、有価証券・投資

有価証券の償還及び売却による収入25億91百万円を主因として、０百万円の収入となりました（前年同期は２億円

の支出）。

　財務活動によるキャッシュ・フロ－は、配当金の支払５億29百万円、長期借入金の返済による支出４億16百万円並

びに短期借入金の純増加による収入１億24百万円を主因として、８億27百万円の支出となりました（前年同期は15

億33百万円の支出）。　
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,000,000

計 38,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年５月31日）

提出日現在
発行数(株)

（平成25年７月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式  16,320,828  16,320,828
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります。

計  16,320,828  16,320,828 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年３月１日～

平成25年５月31日 
 －  16,320,828  －  4,835,050  －  4,709,910

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。 

 ①【発行済株式】

 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   2,335,400 3,265 －

完全議決権株式（その他） 普通株式  13,977,800 139,778 －

単元未満株式 普通株式 　    7,628 － －

発行済株式総数 16,320,828 － －

総株主の議決権 － 143,043 －

　（注）  1.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式33株が含まれております。 

　　      2.「完全議決権株式（自己株式等）」の欄には、当社所有の自己株式が2,008,900株、日本マスタートラスト

　　　　　　信託銀行株式会社（株式付与ESOP信託口）が所有する当社株式が326,500株（議決権3,265個）含まれており

　　　　　　ます。

　

　②【自己株式等】

 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

富士エレクトロニクス

株式会社

東京都文京区本郷３丁目２

番12号
2,008,900326,5002,335,400 14.30

計 － 2,008,900326,5002,335,400 14.30

　（注）他人名義で所有している理由等

　　　　従業員インセンティブ・プラン「株式付与ESOP信託」の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（株式付与信託口・75557口、東京都港区浜松町２丁目11番３号）が保有しております。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

富士エレクトロニクス株式会社(E02725)

四半期報告書

 6/17



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年３月１日から平成

25年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,057,490 12,667,356

受取手形及び売掛金 11,233,872 11,918,103

有価証券 600,004 699,995

商品 5,040,829 5,711,483

未収入金 915,145 1,480,827

繰延税金資産 248,124 259,226

その他 358,243 254,849

貸倒引当金 △908 △983

流動資産合計 31,452,801 32,990,859

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 29,854 28,956

車両運搬具（純額） 784 706

工具、器具及び備品（純額） 18,403 20,428

リース資産（純額） 17,481 16,391

有形固定資産合計 66,524 66,483

無形固定資産

ソフトウエア 100,015 80,294

その他 3,471 4,311

無形固定資産合計 103,486 84,606

投資その他の資産

投資有価証券 1,858,554 2,173,187

繰延税金資産 256,874 236,241

その他 217,899 214,315

貸倒引当金 △1,003 △1,003

投資その他の資産合計 2,332,325 2,622,741

固定資産合計 2,502,335 2,773,830

資産合計 33,955,137 35,764,690
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,603,031 4,225,750

短期借入金 1,128,428 1,331,607

1年内返済予定の長期借入金 2,234,909 3,879,814

リース債務 4,509 4,527

未払法人税等 608,306 398,284

繰延税金負債 25,742 18,779

賞与引当金 219,828 99,015

その他 248,634 912,761

流動負債合計 7,073,390 10,870,539

固定負債

長期借入金 3,496,401 1,431,775

リース債務 14,024 12,885

長期未払金 565,551 565,551

繰延税金負債 2,410 1,386

退職給付引当金 421,921 426,224

その他 90,909 88,293

固定負債合計 4,591,218 2,526,116

負債合計 11,664,609 13,396,656

純資産の部

株主資本

資本金 4,835,050 4,835,050

資本剰余金 4,725,910 4,725,910

利益剰余金 15,754,252 15,677,178

自己株式 △2,877,772 △2,877,772

株主資本合計 22,437,439 22,360,365

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 95,547 143,169

為替換算調整勘定 △268,951 △161,114

その他の包括利益累計額合計 △173,403 △17,944

少数株主持分 26,492 25,613

純資産合計 22,290,528 22,368,034

負債純資産合計 33,955,137 35,764,690
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

売上高 10,333,210 10,866,957

売上原価 8,436,158 9,157,559

売上総利益 1,897,051 1,709,397

販売費及び一般管理費 1,328,744 1,315,813

営業利益 568,307 393,584

営業外収益

受取利息 8,030 12,233

受取配当金 2,640 8,747

為替差益 113,426 365,282

その他 9,764 12,467

営業外収益合計 133,861 398,731

営業外費用

支払利息 11,639 12,767

売上債権売却損 3,939 2,616

複合金融商品評価損 7,869 －

その他 252 562

営業外費用合計 23,700 15,946

経常利益 678,468 776,369

特別利益

投資有価証券売却益 4,496 216,794

投資有価証券償還益 5,000 －

特別利益合計 9,496 216,794

特別損失

固定資産除却損 406 －

投資有価証券売却損 410 1,383

投資有価証券評価損 29,408 －

特別損失合計 30,226 1,383

税金等調整前四半期純利益 657,738 991,779

法人税、住民税及び事業税 351,433 389,352

法人税等調整額 △68,742 △21,108

法人税等合計 282,690 368,243

少数株主損益調整前四半期純利益 375,047 623,536

少数株主利益 1,610 1,340

四半期純利益 373,437 622,195
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 375,047 623,536

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △24,432 47,621

為替換算調整勘定 29,722 110,618

その他の包括利益合計 5,290 158,239

四半期包括利益 380,337 781,776

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 377,971 777,654

少数株主に係る四半期包括利益 2,366 4,121
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 657,738 991,779

減価償却費 30,731 27,025

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,934 74

賞与引当金の増減額（△は減少） △102,384 △120,813

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,518 4,761

受取利息及び受取配当金 △10,670 △20,981

支払利息 11,639 12,767

為替差損益（△は益） 16,487 △51,652

固定資産除却損 406 －

投資有価証券売却損益（△は益） △4,085 △215,410

投資有価証券償還損益（△は益） △5,000 －

投資有価証券評価損益（△は益） 29,408 －

複合金融商品評価損益（△は益） 7,869 －

売上債権の増減額（△は増加） 143,815 △564,905

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,520,769 △591,725

仕入債務の増減額（△は減少） 1,068,698 1,545,783

未収入金の増減額（△は増加） 79,986 △605,143

その他 85,193 494,359

小計 495,648 905,918

利息及び配当金の受取額 13,060 20,677

利息の支払額 △16,411 △11,612

法人税等の支払額 △550,333 △592,767

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,034 322,215

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,184 △3,498

無形固定資産の取得による支出 △9,030 △3,540

有価証券の取得による支出 △1,300,255 △999,907

有価証券の償還による収入 799,726 900,000

投資有価証券の取得による支出 △177,165 △1,584,727

投資有価証券の償還による収入 300,000 100,000

投資有価証券の売却による収入 190,233 1,591,166

その他 △998 1,357

投資活動によるキャッシュ・フロー △200,674 851
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △527,774 124,454

長期借入金の返済による支出 △458,546 △416,138

自己株式の取得による支出 △39 －

配当金の支払額 △541,295 △529,746

少数株主への配当金の支払額 △5,000 △5,000

その他 △1,236 △1,120

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,533,891 △827,551

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,267 114,349

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,791,333 △390,134

現金及び現金同等物の期首残高 12,061,184 12,807,490

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 10,269,851

※
 12,417,356
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
　前連結会計年度

（平成25年２月28日）　

　当第１四半期連結会計期間

　（平成25年５月31日）　

　受取手形割引高 　　　　　　　　　 　300,508千円 　　　　　　　　　  　　　－千円

　受取手形裏書譲渡高 　　　　　　 　　　　　1,280 　　　　　   　　　　　1,358

　　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は下記のとおり

で

　あります。　

　

　前第１四半期連結累計期間

　（自 平成24年３月１日

　　　至 平成24年５月31日）　

　当第１四半期連結累計期間

　（自 平成25年３月１日

　　　至 平成25年５月31日）　

　現金及び預金勘定　 　　　　 　　　　10,419,851千円 　　　　 　　　　　12,667,356千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金                   △150,000                    △250,000

　現金及び現金同等物                  10,269,851                   12,417,356

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

　配当金支払額 

 
決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日

定時株主総会
普通株式 715,59950.00平成24年２月29日平成24年５月25日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

　配当金支払額 

 
決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日

定時株主総会
普通株式 699,26950.00平成25年２月28日平成25年５月24日利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式付与ESOP信託口に対する配当金16,325千円を含めておりません。　

EDINET提出書類

富士エレクトロニクス株式会社(E02725)

四半期報告書

14/17



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）及び当第１四半期連結累計

　期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

当社グループは、電子部品等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 26円09銭 44円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 373,437 622,195

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 373,437 622,195

普通株式の期中平均株式数（株） 14,311,974 13,985,395

（注）１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２ 当第１四半期連結累計期間の「普通株式の期中平均株式数」は、株式付与ESOP信託口が所有する当社株式  

         326,500株を控除しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年７月12日

富士エレクトロニクス株式会社 

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　真一郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　英志　　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寶野　裕昭　　　印

 　 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士エレクトロニ
クス株式会社の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年３月
１日から平成25年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士エレクトロニクス株式会社及び連結子会社の平成25年５月31日現在
の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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